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１  日  時   令 和 4 年 7 月 19 日 （ 火 ）  午 後 1 時 30 分 ～ 午 後 4 時 10 分 

２  場  所   湖 西 市 民 活 動 セ ン タ ー 2 階  大 会 議 室 
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       静 岡 県  文 化 財 課  武 田 寛 生   
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           太 田 英 明 （ 産 業 部 長 ） 

           松 山 智 次 郎 （ 文 化 観 光 課 長 ） 

           鈴 木 紀 子 （ 文 化 観 光 課  文 化 係 長 ） 

大 須 賀 広 夢 （ 文 化 観 光 課  文 化 係 主 事 ） 

       委 託 事 業 者  ( 有 ) ウ ッ ド サ ー ク ル  中 田 英 史 

                       瀬 口 世 津 子 

４  公 開 ・ 非 公 開 の 別   公 開 

 

５  傍 聴 者   無 

 

６  次  第 

【 開  会 】 

【 教 育 長 あ い さ つ 】 

【 委 員 長 互 選 】 → 渡 辺 委 員 に 決 定 

【 史 跡 保 存 活 用 計 画 に つ い て 】 事 務 局 か ら 説 明 

（ 委 員 長 ） 2 年 間 で ま と め る と な る と 大 変 。300頁 く ら い に な る の で は 

（ 事 務 局 ） 後 半 、 そ れ ほ ど ペ ー ジ 数 は 多 く な い 。 

（ 委 員 ） 地 域 計 画 を 先 に 立 案 し て な く て も 認 定 さ れ る の か 。 

（ 県 ） 県 の 大 綱 と 齟 齬 が な け れ ば 、 地 域 計 画 よ り 先 に 個 別 計 画 を 立 て て

も よ い 。 た だ 地 域 計 画 を 立 て な く て も よ い と い う わ け で は な い 。 

 

【 議  題 】 

（ １ ） 第 1 章 ～ 第 3 章 の 構 成 に つ い て 

（ 委 員 長 ） 章 立 て の 順 序 は 、 文 化 庁 に 基 準 が あ る の で あ れ ば 、 文 化 庁 に

確 認 し た 方 が よ い の で は 。 

（ 県 ） 標 準 仕 様 は 示 さ れ て い る が 、 決 ま っ た も の は な い 。 県 の 大 綱 と 矛

盾 が な け れ ば 史 跡 の 特 色 に あ わ せ 、 章 立 て は 見 や す い 順 序 の 掲 載 で よ

い 。 

（ 委 員 ） 指 定 に 至 る 調 査 成 果 が な い の が 、 新 居 関 所 の 特 殊 性 だ と 思 う 。 



 

（ ２ ） 本 質 的 価 値 に つ い て 

（ 委 員 長 ） 関 所 建 物 が 現 存 し て い る 唯 一 は 正 確 で は な い 。 関 所 の 中 心 的

建 物 が 残 っ て い る 程 度 が よ い の で は 。 実 物 と い う 語 句 は 即 物 的 な の で 、

景 観 く ら い か 。 

ま た 全 国 で 22 カ 所 存 在 し た 「 重 き 関 所 」 も 明 確 に せ ず 、 全 国 で 最 も 重 要

な 関 所 の １ つ く ら い が よ い の で は な い か 。 

（ 委 員 ） 出 土 遺 物 か ら 復 元 が で き て い る の で 、 出 土 遺 物 に も 価 値 が あ る

と は 思 う が 、 き 損 手 続 き か ら 本 質 的 価 値 に 遺 物 を い れ る か ど う か 、 悩 ま

し い 。 当 時 の 東 海 道 に お け る 関 所 改 め の 様 子 を 実 物 を 通 し て 体 感 で き

る 、 と い う の は 価 値 で は な く 、 活 用 。 「 江 戸 時 代 の 主 要 街 道 で は 唯 一 建

物 が 現 存 し て い る 関 所 で あ る 。」 に と ど め る 。 

（ 委 員 ） 価 値 の 掲 載 順 序 に つ い て 、 重 要 な 順 に 

１ 建 物 現 存 ２ 関 所 に 関 す る 文 献 や 絵 図 ３ 地 下 遺 構 ４ 交 通 政 策 や 統 治 形 態 

に し た ら ど う か 。 ま た 追 加 で 新 居 関 所 の 位 置 の 変 遷 を 入 れ た ら ？ 指 定 文

に も 変 遷 の こ と が 書 か れ て い る 。 

（ 委 員 ） 新 居 関 所 に 関 す る 文 献 や 絵 図 等 が 残 さ れ て い る こ と が 価 値 で は

な く 、 資 料 か ら 新 居 関 所 の 変 遷 を 知 る こ と が で き る の が 価 値 。 

ま た 関 所 は 重 要 文 化 財 で は な く 、 特 別 史 跡 。 建 物 が 残 っ て い る 建 築 的 価

値 で は な く 、 そ の 場 所 に 当 初 の 形 態 で 建 物 が 残 っ て い る こ と が 価 値 。 

（ 委 員 ） 住 民 は 建 物 が 価 値 の あ る も の と 思 っ て い る が 、 一 番 の 価 値 と い

う と な に か 。 

（ 委 員 ） 面 番 所 が 移 築 し て 別 の 場 所 に あ っ た ら 、 特 別 史 跡 で は な い 。 

そ の 場 所 に 当 初 建 物 が あ る と い う 景 観 が 価 値 。 

（ ウ ッ ド ） 普 請 帳 の 修 理 記 録 か ら 復 元 が で き た の で 、 関 所 建 物 の 実 態 が

わ か る 修 理 記 録 に も 価 値 が あ る 。 

（ 委 員 長 ） 新 居 関 所 に 関 す る 文 献 や 絵 図 等 か ら 関 所 の 変 遷 を 知 る こ と が

で き る と し 、 説 明 文 を 江 戸 期 の 関 所 運 営 機 能 を 裏 付 け る 資 料 や 関 所 機 能

時 の 様 相 に 迫 る と 修 正 す る 。 

こ の あ と の 原 稿 に よ り 、 適 宜 振 り 返 り 修 正 を 加 え て い く 。 

 

（ ３ ） 新 た な 価 値 指 定 に つ い て 

（ 委 員 ） 本 質 的 価 値 と 新 た な 価 値 視 点 は 、 本 質 的 価 値 に 付 随 し て い る の

で 、 節 を 分 け ず に 掲 載 し た ら ど う か 。 

（ 事 務 局 ） 文 化 庁 の 標 準 仕 様 書 か ら 新 た な 価 値 視 点 と し た 。 本 質 的 価 値

は 指 定 文 か ら 読 み 取 れ る こ と 。 そ れ 以 外 は 新 た な 価 値 視 点 と 区 分 。 

（ 委 員 長 ） 渡 船 場 や 船 会 所 、 女 改 之 長 屋 が 存 在 し て い る の は 新 居 関 所 だ



け と い う の も 確 証 が な い 。 

（ ウ ッ ド ） 復 元 検 討 委 員 会 の 際 に は 、 主 要 関 所 の み で 悉 皆 調 査 は し て い

な い 。 文 章 に は 一 応 主 要 関 所 と 記 載 し て あ る 。 

（ 委 員 長 ） 浜 名 湖 周 辺 に も 海 辺 改 め な ど 関 所 に 関 す る 文 書 が あ る の で 、 

調 査 を し な い と い け な い の か 。 ま た 紀 伊 国 屋 や 浜 名 湖 （ 観 光 ） も 入 れ る

こ と は で き な い か 。 

（ 委 員 ） 町 並 み が 残 っ て い る の で 周 辺 の 町 並 み も 重 要 な 要 素 だ と 思 う 。 

周 辺 地 区 景 観 条 例 に よ る 補 助 金 使 用 は 2 件 程 度 し か な い と 言 っ て い た 。

具 体 例 が 乏 し く 説 得 力 が な い の で 、 活 用 の 項 目 で 具 体 事 例 と し て 記 載 し

た ら ど う か 。 町 並 み の 調 査 は 行 っ た こ と が あ る の か ？ 

（ 委 員 長 ） 暗 渠 で み え な い が 、 排 水 路 は 残 っ て い る 。 

（ 委 員 ） 住 民 も 知 ら な い 人 が い る の で 、 観 光 の 視 点 で は 、 お も し ろ い が 

話 が 大 き く な る の で 、 ど う い う 風 に 計 画 に も っ て い く か 、 難 し い 。 

（ ウ ッ ド ） 新 居 町 時 代 、 歴 史 を 活 か し た ま ち づ く り 事 業 の た め 歴 史 的 建

造 物 の 調 査 を 実 施 し た こ と は あ る 。 

（ 委 員 ） 都 市 景 観 や 関 所 の 役 を 輪 番 で 務 め る た め に 、 秋 と 夏 で 祭 り が 分

か れ た と 聞 く 。 文 化 財 の し お り シ リ ー ズ で は 、 地 区 ご と に 歴 史 や 地 域

性 、 風 習 な ど の 特 徴 が 書 い て あ る 。 寺 道 や 泉 町 は 関 所 が あ っ た こ と か ら

城 町 と 呼 ば れ て い た 。 

（ 委 員 長 ） 東 海 道 は 旧 態 が 残 っ て い な い が 、 セ コ （ 裏 道 ） は わ り と 残 っ

て い る 。 子 ど も の 遊 び な ど ど う か 。 

（ 委 員 ） 関 所 は 城 町 と 呼 ば れ て い た よ う に 、 城 に 見 立 て ら れ て い た の

で 、 他 市 の 城 下 や 門 前 の こ と が 記 載 さ れ た 活 用 計 画 を 参 考 に す れ ば 、 書

き ぶ り が わ か る の で は な い か 。 

（ 委 員 ） 新 た な 価 値 視 点 の 根 拠 に つ い て 、 本 文 中 １ ～ 3 章 に で て こ な い

の で 、 記 載 す る よ う に 。 唐 突 感 が あ る 。 

新 居 関 跡 は 県 だ け で な く 、 国 の 史 跡 第 1 号 で も あ る の で 、 い い 着 眼 点 だ

と 思 う 。 古 く か ら 価 値 を 見 出 さ れ て い た 。 

（ 委 員 ） ガ イ ド を し て い る と 、 観 光 客 が 持 つ 関 所 の イ メ ー ジ に ギ ャ ッ プ

が あ る 。 関 所 が あ っ た 場 所 は 飯 盛 り 女 が い て に ぎ や か な 繁 華 街 で あ っ た

と 思 っ て い る 人 が い る 。 ま た う な ぎ が 名 物 で 市 内 で も 食 べ ら れ る と 思 っ

て い る 。 

特 別 史 跡 を 説 明 す る の が 理 解 さ れ づ ら く 難 し い の で 、 簡 単 に 分 か る も の

が あ れ ば よ い の だ が 。 

関 所 が あ っ た こ と で 、 文 化 レ ベ ル が 高 か っ た の で は な い か 。 

（ 委 員 長 ） 関 所 を 避 け た 場 所 の 方 が 、 に ぎ や か に な る 。 吉 田 藩 士 が 常 駐

し て い た の で 、 俳 句 を 作 っ た り し て い た 。 文 化 レ ベ ル に 影 響 す る か も し



れ な い 。 

（ 委 員 ） 復 元 物 は 新 た な 価 値 に な る の で は 。 位 置 付 け は 。 

（ 委 員 ） 活 用 に よ っ て 、 本 質 的 価 値 の 書 き ぶ り を 付 け 加 え て い け ば よ

い 。 

（ ４ ） 構 成 要 素 に つ い て 

（ 委 員 ） 復 元 整 備 し た も の は 、 Ｂ の 本 質 的 価 値 と 一 体 と な る 要 素 で は な

い か 。 Ｄ の 歌 碑 、 学 制 記 念 碑 は 、 意 図 が あ っ て 関 所 に あ る も の で る の

で 、 イ ン フ ラ と 同 じ 区 分 で は な く 、 Ｃ で も よ い の で は な い か 。 

関 所 に 関 連 す る 絵 図 や 古 文 書 や 遺 物 は 、 そ れ 自 体 が 価 値 で は な く 、 資 料

か ら 関 所 の 変 遷 が わ か る こ と が 価 値 で あ る の で 、 Ａ 区 分 の 取 扱 い は 慎 重

に す べ き 。 

活 用 の 方 向 性 、 目 的 か ら 、 現 状 と 課 題 を 議 論 す る よ う に 、 次 回 は 活 用 の

方 向 性 を 提 示 し て ほ し い 。 

 

次 回 の 委 員 会 は  11 月 17 日 （ 木 ） 13:30 ～ と す る 。 

 

 

 

 


